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佐賀はヴェネツィア？
　有明海沿岸低平地の田園地域では，張り巡らさ
れたクリーク網とともに農村集落が展開し，ク
リーク集落と呼ばれている．クリーク集落の人々
は，クリークによって私的領域である屋敷地を守
ると共に，集落全体の公的領域を豊かに形成して
きた．クリーク集落全体の空間構造はミチ・カド・
イエ・クリークなどの「部分」から「全体」へと
組み上げられ組織化された重層的な有機的構造を
持っている．これは低平地に展開する土地の多く
が一度に出来上がったものではなく，小単位によ
る個々の空間の積み重ねの結果として存在してい
ることに由来する1)．集落空間は建物・外部空間・
クリーク上の空間という3つのレイヤーに分けら
れ，この3つ目が加わった途端に集落空間は複雑
化し，マッスとヴォイド・内と外・図と地などの
対比的な構図は成り立たなくなる（図－１）2)．
　イタリアの都市ヴェネツィアは佐賀のクリーク
と同じように運河が街中に張り巡らされており，
水によって繋ぎあわされた広い範囲の空間が常に
意識される．ヴェネツィアの地図を塗り分けると，
建物の「黒色」，建物以外の道や広場の「白色」，
水の部分の「水色」と3色になる独特の都市構造
を持っており，運河と細い街路が絡まりあうこと
で目的の場所が見えているにも関わらず辿り着き
にくい重層した空間性が生まれている．ヴェネ
ツィアには建物群の密集した路地空間があり，佐
賀のクリーク集落とはやや様相は異なるが，水と
いう3つ目のレイヤーがあることで多様な視線の
運動を促す空間性は似かよっている．
全周パノラマ画像を用いた空間記述
　そのような都市構造を持つ佐賀クリーク集落
を巡る私たちの空間体験はどのように記述可能
だろうか．集落を歩く人々の視点からみた空間
特性を記述するために，RICOH 社の全天球カメ
ラ THETA による全周パノラマ画像による分析
を行った3)．従来視覚情報を定量化する手法とし
て用いられていた魚眼レンズによる画像解析では，
観察者の撮影する向きによる方向性が必然的に発
生するが，全方位が写し込まれた全周パノラマ画
像を用いることで，景観体験主体が視覚情報を取
捨選択する前の無意識に受容される視覚情報を一
様にフィジカルな面から捉えられ，観察者の恣意
性にとらわれない定量的な空間の記述を行うこと
が可能となる（図－２）．
　全周パノラマ画像は本来観察点を中心とした球
画像であるため平面に展開して表示する際には目
的に応じて図法を使い分ける必要がある．パノラ
マ画像の投影方法に用いられる円筒図法はこれま
で世界地図のような三次元空間を二次元平面上で
表示する際に用いられてきた．三次元空間の情報
を二次元平面へ変換，つまり球面を平面に展開し
なければならないため，三次元空間の持つ情報（距
離・面積・角度）を全て同時に表すことは不可能
である．そこで目的に応じて図法を使い分ける必
要がある．円筒図法には大きくわけて正距円筒図
法（位置関係や距離が正確）・正積円筒図法（面
積が正確）・正角円筒図法（角度が正確）があるが，
ここでは正距円筒図法・正積円筒図法による空間
HIRASE Yujin SOEDA Kazuya
平瀬　有人 副田　和哉佐賀大学大学院
工学系研究科
准教授
佐賀大学大学院
工学系研究科
博士後期課程
低平地集落の道空間特性と
視線の運動性
図-1　佐賀市巨勢町修理西分地区
特  集　低平地佐賀における集住空間とその環境を読む
特集
17
記述を紹介する．
　正距円筒図法を用いるとその場所のシーン特性
を記述することが可能となる（図－３）．クリー
ク集落内の視覚要素は同じ高さに異なる要素が断
続的に現われてくることが全体的に確認できるが，
これは歩く人の目にクリークやカドといったク
リーク集落を代表する特徴的な空間要素が最初に
飛び込んでくることで，その地点におけるイメー
ジの形成に大きく寄与しているといえよう．正積
円筒図法は面積が正確であるという特徴から風景
がどのように変化していくかといったシークエ
ンス特性を記述することが可能となる（図－4）．
例えば，各要素の中でも空が最も大きな割合で常
に全体を覆っていることが確認できるが，空が一
定の大きな割合で常に全体を覆っていることで，
安定した景観を形成していると言える．
佐賀クリーク集落の空間特性
　全周パノラマ画像を用いた空間の記述法を用い
ることで，クリーク集落のようなこれまで記述し
づらいとされてきた空間を客観的に定量化するこ
とで，空間の質の問題としてクリーク集落の空間
を取り上げることができると考えている．全周パ
ノラマ画像からも分かることだが，佐賀クリーク
集落の大きな特徴はどの地点においても大きな空
を持っていることであろう．これは佐賀平野全体
の軟弱地盤に由来し，現代においても極端に高い
建築がつくられていないことからも分かるように，
佐賀平野全体において大きな空を持った安定した
景観がつくり出されている．これはクリーク集落
内においても引き継がれているものであり，空間
特性に大きく関わる点である．
　その「地」としての空に現れる「図」となる要
素の位置関係を見ると，先述したように集落を歩
く人々の視界には全般的に同じ高さに異なる要素
が断続的に現われてきている．この多様な変化を
支える空間要素として，大きな割合を持った空の
存在は必要不可欠なものであると考えられる．
　集落内においては「図」の要素が複数視界に入
る変換点とも呼べる場所が存在する．その変換点
の一つがミチと直交するクリークである．ミチと
直交するクリークは，往々にして屋敷地の境界を
形成しており，その両脇には屋敷林が植えられク
リークを覆っている．平面上の線的な要素でしか
なかったクリークが両脇に緑要素があることで立
体的な空隙のボリュームとして見え，さらに緑要
素とクリークが入り込むことによって空間を劇的
に変化させていると考えられる．また，クリーク
がミチ方向に直交することで生まれる視線の動き
も影響して，私たちは空間の変化をより感じるの
だろう．
視線の運動性をいかに空間化するか
　現在のクリーク集落の空間は，長い年月の中で
時間変化に対応するように形成され，重層した有
図-2　正積円筒図法を用いたパノラマ画像
図-3　正距円筒図法を用いた記述法
図-4　正積円筒図法を用いた記述法
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機的構造を持っている．佐賀平野は著しく平坦で
低湿な地域であるが，人々はこうした環境で生活
する過程で土地そのものや建築，ひいては空間を
この場所に合うように意識的に創りだしてきた．
私たちは今後こうしたクリーク集落を保全整備す
るにあたり，そうした空間特性を意識すべきであ
ろう．本稿は主に道空間の空間特性を分析したも
のであるが，今後はよりミクロな視点で集落の民
家の空間特性を把握していく必要があると考えて
いる．それは民家も当然ながらその外部空間の特
性と連続した空間的特徴を備えたものだと考える
からである（図－５）．
　改めて建築設計が専門の私がなぜこのようなク
リーク集落の空間特性に惹かれるのだろうか．そ
れは何よりクリークという第三のレイヤーがある
ことで生まれる空間体験の豊かさがここにあるか
らにこそ他ならない．ヴェネティア生まれの建築
家カルロ・スカルパの手がけた建築デザインの基
本には常に複数のものが，ひとまとまりの空気に
よって繋ぎ止められ，一体感の雰囲気が醸し出さ
れている4)．あるいはヴェネティアの街を徘徊し
たときの楽しみのような様々なシーンの連続する
空間が創りだされるなど，運河があることで生ま
れる視線の運動性の体得こそがスカルパの設計の
中心であった．それはスカルパのヴェネツィアで
の生活の集積が実感としてそのような設計手法を
生み出したものなのであろう．
　クリーク集落を巡る視線の運動性をいかに空間
化するか．クリーク集落の空間特性から学ぶもの
は大きい．ピクチャレスク建築に代表されるよう
な一つの視点でコントロールされた近代建築では
ない建築の在り方のヒントはここにあるのではな
いか，と考えている．
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